
調査について

青森県親子等生活実態調査（調査結果概要）概要

調査の目的 県内におけるひとり親家庭等の生活実態及び福祉に対するニーズを把握し、ひとり親家庭等の福祉の増進と自立促進
を図るための基礎資料を得る

調査対象者 〇母子世帯・父子世帯・養育者世帯:令和６年６月30日時点において児童扶養手当を受給している者
〇寡婦:65歳(令和６年６月30日現在)未満の配偶者のいない女子で、かつて母子世帯としてこどもを扶養していた者

標本数 2,000世帯（母子世帯1,516世帯、父子世帯424世帯、養育者世帯40世帯、寡婦20世帯）

抽出方法
〇母子世帯・父子世帯・養育者世帯:令和６年６月30日時点の児童扶養手当受給者から無作為抽出
〇寡婦:公益財団法人青森県母子寡婦福祉連合会会員の65歳未満の寡婦
抽出率:母子世帯:13.4% 父子世帯:48.3% 養育者世帯:100% 寡婦:100%

調査時期 令和６年９月10日から令和6年９月30日まで

有効回答数・
率

母子世帯 465人（30.7％）、父子世帯85人（20.0％）
養育者世帯及び寡婦の調査結果については回答数が少ないため参考値として集計した。

世帯の概要

世帯人員数

・母子世帯の平均世帯人員は2.79人で、２人世帯が37.2%を占めている。父子世帯の平均世帯人員は3.09人で、３人世帯が31.8％を占めている。
・主たる生計維持の方法について、母子世帯・父子世帯とも「本人の就労収入」が最も多くなっている。
・住居の状況について、母子世帯では「民間アパート」が38.1%、父子世帯では「持家（本人名義）」が45.9%を占めている。

主たる生計維持の方法 住居の状況
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年収・養育費の状況

・養育費の取り決めについて、母子世帯では「取り決めをしている」割合は42.9％となっている。そのうち、「現在受けている」割合は27.9％となっている。
・養育費の取り決めについて、父子世帯では「取り決めをしている」割合は22.8％となっている。そのうち、「現在受けている」割合は11.4%となっている。
・養育費の取り決めをしなかった理由について、母子・父子世帯とも「相手に支払う意思や能力がないと思った」、「相手と関わりたくない」が多くなっている。

養育費の受給状況（母子世帯） 養育費の受給状況（父子世帯） 養育費の取り決めをしていない理由

年収 就労の形態 就労形態選択の理由

・年収について、母子世帯では「200~250万円未満」の世帯が23.9％となり、年収200万円未満の世帯の占める割合は35.9%となっている。父子世帯は「300~400万円未
満」の世帯が25.9%となり、年収200万円未満の世帯の占める割合は13.6％となっている。
・就労形態について、母子世帯・父子世帯とも「正社員・正規職員・会社役員」が多くなっている。
・現在の就労形態を選択した理由について、母子世帯・父子世帯とも「一定の収入を得られる」、「家族を優先したい」が多くなっている。

青森県親子等生活実態調査（調査結果概要）概要
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困っていること・相談相手

こどもの状況
・こどもの就学・就労状況について、母子世帯・父子世帯とも、「小学校」、「高校」、「中学校」が多くなっている。
・学習塾の利用について、 「通っている」割合は、母子世帯では18.3%、父子世帯では4.7％となっている。
・こどもの最終進学目標について、母子世帯・父子世帯とも「大学・大学院」、「高校」、「専修学校・各種学校」が多くなっている。

・困っていることについて、母子世帯・父子世帯とも「生活費」、「子育て」が多くなっている。
・子育てに関して困っていることについて、母子世帯では「進学」、「教育」が多くなっている。父子世帯では、「教育」と「食事・栄養」が多くなっている。
・相談相手について、母子世帯・父子世帯とも「家族」、「友人・知人・上司」、「自分で解決する」が多くなっている。

困っていること（複数回答） 子育てについて困っていること（複数回答） 相談相手（複数回答）

青森県親子等生活実態調査（調査結果概要）概要

就学・就労状況 学習塾の利用 こどもの最終進学目標
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各種制度の利用状況・充実が必要な施策

利用したことがある制度 今後利用したい制度 充実が必要な施策

・利用したことがある制度について、母子世帯・父子世帯とも「ひとり親家庭等医療費助成」、「こどもの医療費助成」、「就学援助」が多くなっている。
・今後利用したい制度について、母子世帯・父子世帯とも「大学入学時奨学金」、「学習支援」、「母子父子寡婦福祉資金」が多くなっている。
・充実が必要な施策について、母子世帯では「経済的支援の充実」、「こどもの学習・教育支援の充実」、「住宅支援の充実」が多くなっている。父子世帯では、「経済的
支援の充実」、「夜間・休日・病児、病後児保育の充実」、「こどもの学習・教育支援の充実」が多くなっている。

青森県親子等生活実態調査（調査結果概要）概要

・児童扶養手当などの経済的支援に関すること（141件） ・こどもの進学などの子育て・就学に関すること（81件） ・公営住宅などの住宅に関すること（26件）
・働き方などの就労に関すること（24件） ・市町村が運営する施設などの公共機関に関すること（18件）
・こどもの医療費助成制度などの医療・福祉制度に関すること（16件） ・その他相談や交流に関すること（36件）

自由意見
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概要 青森県親子等生活実態調査（調査結果概要）
前回調査との比較

母子世帯の養育費の状況

〈養育費〉
【母子世帯】「取り決めをしている」と回答した割合は前回調査から2.5ポイント減少したが、「現在受けている」と回答した割合は、4.3ポイント増加し27.9％となった。
【父子世帯】「取り決めをしている」と回答した割合は前回調査から2.3ポイント減少したが、「現在受けている」と回答した割合は、6.7ポイント増加し11.4％となった。

〈年収〉
【母子世帯】 年収200万円以下の世帯の割合は、14.3ポイント減少して35.9％となった。また、年収400万円以上の世帯の割合は、8.9ポイント増加し11.1％となった。
【父子世帯】 年収200万円以下の世帯の割合は、9.7ポイント減少して13.6％となった。また、年収400万円以上の世帯の割合は、21.8ポイント増加し30.9％となった。

父子世帯の養育費の状況

母子世帯の年収
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父子世帯の年収

【参考】


